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編集後記 

  

アカデミック・ジャパニーズ・ジャーナル（AJJ）第 12号は、実践報告 2編、調査報告 3

編、短信 3編の計 8編が掲載されています。今号も「ナラティブ」から「ヘッジ用法」まで

多様性に富んでいますが、とりわけ、短信は「日本古典」、「視聴解」、「読書教育」といった

新規性のある内容となっています。 

AJJ投稿規定において短信は「当該分野の研究・教育にとって価値ある情報に関する報告

（授業案・工夫等）」と定義しています。しかしながら、上記のような萌芽的な論考も短信

として掲載しており、投稿区分がわかりにくいとのご指摘も承っております。現在、編集委

員を中心に AJG幹事も加わり、投稿区分を再検討しています。 

今号は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、修正原稿の提出締め切りを 1か月延長

したため、発行も約 1か月遅れとなりました。執筆者の皆様には、コロナ禍においてオンラ

イン授業の準備・対応などでご多忙な中、ご執筆くださったことにあらためて感謝申し上げ

ます。 

（編集委員 N.T.記）  
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